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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 様々な活動を行い体験から経験へと繋げ、利用児童が臆することなくスムーズにまた果敢にライフステージを上げれるような支援を理念としています。

事業所名 ケアステーションみなと2 作成日支援プログラム（参考様式）

・認知スキルの発達：パズルやレゴなどを活用し、問題解決能力や空間認識力向上を図ります。
・適切な行動の形成：小集団でのゲーム（カード／ボードゲーム）や活動を通じて、ルールの理解や順番の待ち方などを通じて、社会的行動を学びます。

・コミュニケーションスキルの向上：SST（ソーシャルスキルトレーニング）や日常内でのコミュニケーションなどを通じて、他者との円滑な意思疎通を身に付けていきます。
・言語能力の発達：読み聞かせや言葉遊びを取り入れ、語彙力や表現力を伸ばします。

・社会的スキルの習得：グループ活動や共同作業を通じて、協調性や共感力を育みます。
・地域社会への参加：工場見学や地域イベント、ボランティア活動への参加を促し、社会参画の経験を積みます。

支援方針
利用児童が、スムーズに社会への参画していけるように
自立を促す成功体験を通して経験を積み、利用児童の生涯財産となるような支援を方針としています。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

家族支援
・サービス提供記録票にその日の活動を記載するとともに送迎時の会話や電話な
どで随時情報共有するとともに、必要に応じて面談の場を設けて、不安や困りご
とへの相談援助を行っていきます。

移行支援

・学校・社会に移行する上で必要な上記本人支援の内容を個々のペースで
身につ行けていきます。
・必要に応じ学校や関連の福祉施設とケース会議を行い、地域への移行を
していきます。

地域支援・地域連携

・近隣の地域の施設の利用を行っていきます。（公園・買い物レク・図書館等）
・近隣の地域の施設の見学等を行っていきます。（地域のお店・消防署・警察・
自衛隊等）
・障害を持つ児童の福祉の機会が失われないよう放課後等デイサービス調整会議
にて次年度の児童の受入れについて相談事業所・放課後等デイサービス・市町村
が話し合う機会に参加していきます。
・自立支援協議会・子供部会にて児童がより良い地域生活をおくれるよう連携を
はかっていきます。

職員の質の向上

・外部研修、県主催の研修への参加
・事業所内研修への参加
・自立支援協議会子供部会への参加・随時、会議で福祉系でのニュースと
なった事案を周知し、注意喚起等を行った上、自事業所での対策について
話し合っていきます。

支　援　内　容

・生活習慣の確立：規則正しい生活リズムを身に付けるため、定期的な通所や日々の活動スケジュールを設定します。
・基本的な生活スキルの習得：日常内で必要な計算力・買い物・掃除など、日常生活に必要なスキルを実践を通じて、成功体験を積み、自信を育みます。

・運動能力の向上：軽い運動（室内外活動）などを通じて、体力向上や身体機能の発達を促します。
・感覚の発達に対しての支援：畑などで土に触れる機会や、川に行ったり自然と触れ合う機会を設けています。

本
人
支
援



主な行事等

春はお花見、夏は七夕、水遊び(プールや川での遊泳)、秋にはハロウィンや紅葉見学、冬にはクリスマスイベント、お正月の餅つきといった季節感を味わう行事にちなんだ活動のほか、避
難訓練、公園への外出、買い物レク、図書館、ランチクッキング、おやつ作り、誕生日会といったイベントや、長期休暇には電車体験、水族館や科学館へのお出かけや牧場への遠足やドラ
イブ等、様々な体験を通して「行ったことがある」「やったことがある」といった経験になればと考え企画しています。


